
(1)地方都市(郊外）の実態 携帯GPSデータ分析事例

極端に歩行者が少ない中、
いかに安心感をもって(車を降りて)歩く気持ちにさせるか

(2)子ども・若者のサードプレイス需要
(2)-1  小学校 実践事例
→子どもたちの多様性/教材変化に対応する、”改修”以外の選択肢

(2)-2  東京都 都心キャンパス大学生 アンケート＋デプスインタビュー
→アフォーダビリティ

(3)地域の生活＋多様な交通主体の共存モデル開拓へ
*(3)の部分のみ公開

生活圏のウォーカブル化の観点から
(中央大学/SLM 三浦)



地域の生活＋多様な交通主体の共存モデル開拓へ

継続中の研究会中間成果（一部抜粋）
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ウォーカブル推進区域外の一般道路：全国的実態

都市計画道路（幹線街路）
用地取得の制約のもと、車道確保優先

・交通量のみ測定
・高密度歩行時の危険対策
→流況モデルの精緻化

休憩は？ グループ利用者は？
緑陰は十分？ 自転車や新たな移動手段は？

指標：LOS 計画：標準断面の弊害

SDGsや少子高齢社会
（人口減少）など社会課題
に対応する視点不足 13



東京都 （2025年7月 )

東京における都市計画道路
の整備方針

中間のまとめ



世界的な都市づくりの方向性「スローストリート」
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“Local highway authorities are “encouraged to introduce 20 mph”
(Speed limit circular , DfT 2009)

事例：イギリス・ロンドン TfL等施策

出典 TfL : Vision Zero action plan
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Low traffic neighbourhood政策 : ロンドン
Walthamstow Village Review
London Borough of Waltham Forest



公共交通軸 結節点

駅前ストリート（マーケット） 駅前幹線街路ー住宅街導入部



国内幹線街路への適⽤可能性
︓スローストリートの⽬指す姿

20

現
状

①
何
%
&
'
(
)
速
度
抑
制
.
/
0

【フェイズ１】
速度抑制

⾃動⾞の速度を抑制することにより、
歩⾏者の安全性を確保する

⑤路肩の柔軟な運用

⑥時間帯別運用

【オプション2】運用の工夫
現地の状況に合わせた⼯夫によって、
限られた空間で賑わい創出する

沿道との連携

沿道との連携

【オプション１】ハード整備

歩⾏者の横断距離を短くすることにより、
安全性向上と包摂性向上につなげる

②モビリティレーン整備・歩道拡幅

④公共交通優先化

③減車線化

【フェイズ2】

多様なニーズに合わせた組み合わせ



現状
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• 都市部の幹線道路において、現状では⾃動⾞交通が中⼼であり、歩⾏者は歩道部分を利⽤。

歩道　　  施設帯  路肩 中央分離帯

2.0 8.5
6.0 2.5 1.5 4.0

5.5

30.0

8.55.5
6.02.51.54.0

沿道



フェイズ１︓速度抑制
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• ⾃動⾞の速度を抑制することにより、歩⾏者の安全性を確保する。中央分離帯は撤去可能に。

参考：

歩道　　  施設帯  路肩 中央分離帯

2.0 8.5
6.0 2.5 1.5 4.0

5.5

30.0

8.55.5
6.02.51.54.0

沿道

①何もしない

→ 速度抑制



フェイズ２- オプション１︓ハード整備
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• 歩⾏者の横断距離を短くすることにより、安全性と包摂性向上につなげる。

②モビリティレーン整備・歩道拡幅

→ 横断促進
休憩施設の増設

歩道　　    施設帯 

8.5
6.0 2.5 1.5 5.0

6.5

30.0

9.55.5
6.03.51.54.0

沿道 モビリティ 
   レーン　   

滞在空間
(ほこみち)



フェイズ２- オプション１︓ハード整備
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③減⾞線化

→ 多様な移動の選択肢
休憩施設の⾼質化
グリーンインフラ

歩道　　    

6.04.0
7.5

30.0

15.07.5
6.0 1.5

沿道

2.0 2.52.0

モビリティ 
   ポート　   

モビリティ 
   レーン　   

滞在空間
(ほこみち)

ゼブラ
荷捌き  

グリーン
インフラ

1.52.0 2.5

• 歩⾏者の横断距離を短くすることにより、安全性と包摂性向上につなげる。



歩道　　    　　　施設帯                         ↑フラットな
　　　　　　　　　　　　　　　　　    舗装で視覚的に
　　　　　　　　　　　　　　　　　    区分 

1.5

30.0

10.0

沿道

4.04.5 1.5
6.0 6.0

4.5

公共交通専用レーン

2.5

  シェアドスペース
（歩車共存道路）

1.5
5.5

ユニバーサル乗降場
（スロープ)

2.5

一般車・公共交通の一方通行化

フェイズ２- オプション１︓ハード整備
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• ⼀⽅通⾏化と組み合わせたシェアドスペース、専⽤レーンにより公共交通の速度維持。

④公共交通優先化

https://thisbigcity.net/mixing-cars-
cyclists-pedestrians-on-exhibition-
road-londons-take-on-shared-space/

ユニバーサル乗降場
（スロープ）
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⑤路肩の柔軟な運⽤

フェイズ２- オプション2︓運⽤の⼯夫

歩道　　    施設帯 

2.5 1.5 4.0
5.5

30.0

4.55.5
1.54.0

沿道

モビリティ 
   レーン　   

2.5

路肩の柔軟運用
:荷捌きやパークレット

2.0
2.5

6.06.0

• 現地の状況に合わせた⼯夫によって、限られた空間で賑わい創出する。
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フェイズ２- オプション2︓運⽤の⼯夫

⑥時間帯別運⽤

[ 通学時の流⼊規制、休⽇の歩⾏者⽤道路化、
夜間⾞優先など ]

歩道　　    施設帯 

2.5 1.5 4.0
5.5

30.0

4.55.5
1.54.0

沿道

2.5

キッチンカー

2.0
2.5

6.06.0

滞留空間(道路占用許可） 歩行者用道路(日時指定）

• 現地の状況に合わせた⼯夫によって、限られた空間で賑わい創出する。


